
一46一

…続サウジアラビア紀行③≡

アラビア半島の生い立ち

謎の尭カンブリア時代

アラビア半島の歴史にジヤｰヒリァ(無明時代)があ

ったと同じようにこの荒涼たる大地を形造る地質の歴

史はも古いそして神秘のぺ一ルにお軸われて漢だ

私たちにその全貌を現わさない鮮代カ董あった､地球の

誕生以来およそ44.5億年にわたる先カンブリア時代(始

生代および原生代)､それは人類の誕生を招く地球の

夜明けであり波乱に満ちあふれた将に地質的ジヤｰ

ビリアである.この途方も祖く長い歳月の流れの中で

起こった数々のできごとは現存する大陸の多くの骨格

を雅成する要因となりているぽもかかわらずカンブリ

ア紀から現世に璽るおよそ5.2億年の歴史をつづりたで

きごとに比べればその多くが未解決のナゾとして残さ

れている.とくぽ長い間にわたゆて科学曹の立入る

ことをゆるさなかったきびしい自然条件か支配するサウ

ジアラビアではその大部分が解明されていない血し

かし驚威的発展を遂げつつある近代科学のメスは近

い将来必ずこの秘められた事件の数冷を一つまた

一つ切開きそして事実の確認とそれを基礎&した巧

み荏推理の展開と紀よってみごとに解決する怒るう.

サウジアラビアで一番古い岩石は始生代の後期から

原生代にわたって形成されたと推定されるいわゆる先

カンブリア時代の堆積岩類･火成岩類1変成岩類でこ

れらはアカバ湾の北東方からサウジアラビアとイエｰ

メンとの国境付近までほぼ梯形に露出する組アラビア
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第21図アラビア半島の楯状地

小村薬二郎

半島の南端部付近に地塁状に露出してアラビアｰヌビ

ア楯状地の一角を形成している(第21図).サウジアラ

ビアにおけるその分布は国土面積のおよそ27%を占める.

アラビア半島の骨格となっているこの楯状地では現

在如られている限りでは最古の岩有とされている片麻

岩を礫として含むH裏1i結晶片岩類の原岩の堆積以後

Baish緑色岩の堆積凄で泥質岩や砂岩を主とし石灰

岩やドロマイトをはさむ地層カミ堆積した.これらは

現在アラビア半島の西縁部にほぼ沿って北酉一南東方

向陵分布している｡これらあ堆積過程においては海底

火{活動か活発に行汰われて安1五時熔岩1玄裁岩熔岩｡

同質砕暦岩類が噴出堆積し一部では緑色岩や角斑岩の

活動か行なわれた.枕状熔岩唖泥質岩1礫岩等を主と

して原岩とするBaish緑色岩の堆積時期にはこの楯状

地でもっとも古い深成岩である閃緑岩や斑板岩カ堪入し

た.これらはL沁複合岩と呼ばれている由

Lith複合岩の活動がこの楯状地においてその後大規模

紅.

十

第22図先カンブリア系下部の分布�
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に起こった火成活動の前ぶれであったかのようにその

直後にまず閃緑岩および斑板岩が謹入しそしておよそ

10億年前に構造運動に相関連して花鰯岩が大規模に

譜入しこの楯状地のおおまか柱形ができ上ったようで

ある(靴2図).もしこの楯状地を構成する先カンブリ

ア時代の岩層を便宜上上1卵1下部ぽ区別するとすれ

ば一応この花騎岩蛮での堆積岩類が下部として取り

扱われるだろう｡この花陶岩の譜人以後7.0～7.5億年

の絶対年代を示す花崩岩の避入まで黛～2.5億年にわ

たる期間の堆積岩類と火成岩類とが帯部に相当する.

この間ぽはまず8.2億年前に黒雲母紀當む石英閃緑

岩やアダメP岩が謹入しその後安山岩や同質枠暦岩類

･礫岩･砂岩･石灰岩等(脳1ab搬層)が堆積した.

臨王ab狐層の堆積時には閃緑岩や石英閃緑岩が避入しだ

がこれらの火成活動はアラブ連合内にも起こっている.

これらの火成岩類の活動にやや遅れて局部的にスン

轍撹岩･輝岩1異剥岩等が避入しだがこれらの多くは

その後蛇紋岩に変成されている.

その後漣痕をもつ粘板岩および砂岩を主とする腺

bishi層や粘板岩1珪岩等を主とするMurdama層･

肱d三y出層が堆積し?｡O一?｡δ億年前に灰色護たぱ

どシク色の角閃花開砦梯謎入して帯部が構成惑れた

(篤23図).ごの花陶岩の譜人後の堆積岩類および火成

岩類が一応上部に相当する､ζの部分てば蜜ず

跳r油大理肴秘堆積㍍だがその後6｡?億年前漢での

間はこの楯状地の少なくをも一部が陸化するという塾

件が発生し花山そのため絶妙潜1粘板岩1礫岩から

溶器臨五臓綴が既葎⑬潜層を不整合はおおうζあ終な

りだζのぶ動な欝集は舶搬砥市鼠の憩の揚屋篶

てし魯れているオア彰渓淡ある淋滋賊董燃薮で確認

慈れているが錦一次驚本地質調餐団淋測榊薮伽の北

策方約搬搬隠位置衣る跳銚独鎗澱付近で誰規じ花

不整合もd派類するも酬鴻しれ瀞･(鰭2綱)｡
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脳至1蝸層が堆積した後H玉j雛山脈やA§三り力脈地域

には流紋岩熔岩個質凝灰岩および角礫凝灰岩を主とす

る地層が広く堆積し6.?億年前には灰色の角閃花開岩

が6｡鑓億年前頃には花嵩岩や閃長岩が遜入してこの

楯状地を構成する先カンブリア跨代の岩石の形成が完了

した(第25図).

臨1i結晶片岩の原岩が堆積して以来およそ5.35億年

の絶対隼代を示す花鱒岩および閃長岩の迷入まで6億年

以上におよぶ長期闇に堆積した地綴や遊大岩類は幾度

と匁く構造運動や変成作用をうけた.した添って
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度は低く不変成の状態で残ゆている部分が少なくない｡

しかし慧れらの帝紀は化繊妻現出蜜れでい稼い､

滋ンダリ繋紀以後の地綴影鴻は保存のかなり搬耽孫

梯多くの場所で屍胸慈籾獄鴻淋原生代末期⑳地綴畿

勿ングジァ時代狗地層&彰蛇較篶総揚合化宥⑳衛艦鎧

な巧庶でな澄熔ご⑫裟参滋甥瞭滋養異動蛎る⑳想葛う

か｡究滋ンブリア綿⑳地綴樽顯いでの調養研究然灘汐

ダリア紀以後の地属熔りいて⑫それより怒は葛か繕耀

椛て潟簑十分湾触沌幽は確か添は滋繍婁両者閥紘

み塗れ篇蕊の淡うな蓬異は蕩溶淋ち落夢篶施爾怨⑳藻

異だけにもとづくものではなかる資皿抵界の楯状地を

構成する先カンブリア紀層中はは各地で藻類や海綿

類･飾屍動物1腔腸動物などの化石が発屍窓れており

サウジアラビアの先カンブリア紀層刺g化石が皆無であ

るとは考えられないかもしれない.しかしそれぽして

も生物がカンブリア紀に入って急に種類および量

共に非常に多くなったということが容易に考克られるだ

ろうか.

堆積以前に先カンプ!け紀糧が激しく浸蝕削剥された

慧&を示す｡このような拳集と生物界の消長とを関係

劣ゆで懇篤球れば慧れ漢で終屍出窓れている先均ン

苅沸縄聯の化暦あ⑳熊間製の化禰迂の削剥慈れた

地層聯ぽ倉謹扱てい施⑳では溶がるうかをいう疑問､様淋

螢陰る畠概搬漱淋篶畑雛1鋤を蹄んだζの幻の地層

⑳涯体慧杓愁苑菊淡ブリア隣代終漢つおる欝件詮かか

細りをもつ秘められ花ものの一つ漕あるう刊
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第25図先カンブリア系上部と7.5億年以後の花筒砦の紛布

渓ソ撚象議ア地内科

この楯状地はメソポタ嚢アからアラビア湾の北岸沿

いぼ北酉一南東方向にのびる地域を軸として古生代

のはじめから静か紀沈降をはじめその海底では先カ

ンブリア紀層を基盤として地層が堆積していった,こ

れがいわゆるメソポタミア地陶斜である自

この地陶斜においてはカンブリア紀以後砂岩を空

とし一部に石膏層をはさむ地層が相次いで整然と

堆積していった｡その最下位にあたる吻ンブリァ紀層

はオレンジ色ないしピンク色を呈する含礫砂岩1砂岩

によって特徴づげられておりこれと下位の先物ンブリ

ア紀属とはそれぞれの構成岩類の岩質や構造溶ど1は

って明瞭に区別される.サウジアラビア北迦の軍事=

基地である丁沁泌からA1細北曲およびサウジアラ

ビア北酉部紀通ずる遠を花どると軸砂岩と呼ばれる

カンブリア紀層か美しい風蝕地形を示しうるおいのな

いサウジアラビアにいるごとを忘れさせる(籍2?図).

カンブリア紀以後のこの海はシルリア紀頃から次第

ぽ浅くなり石炭紀紀は完全に陸化したが二畳紀に匁

ると再び沈降してT⑧重眺海に為おわれその海底では

再び地層が厚く堆積していった.この海域が陸化する

前デボン紀頃から石灰岩およびドロマイトの堆積が目

立ちこの僚陶は二畳紀に入って顕著になる苗

毅鱗綴撚鑑綴�
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ような厚い石灰岩の堆積は白亜細こ入っても引続いて行

なわれたカミバレｰム期以後は頁岩および砂岩の堆積が

卓越する帝そしてハドラマウト山脈地域紀分布する

自亜紀層ぽデルタ堆積物帝潟成扱いし溝海性堆積物がみ

られるように貞醒紀に入りてはじめて地属の堆積

の場の欝境かか匁りは吻曹りしてくる曲カンブリア紀

以後石炭紀紀は陸化するという大書匁事件がありジ

ュラ紀末頃には火山活動によって籍趨された深部断裂

に基因して造陸上昇が起こり火山活動および造陸上

昇は白亜紀へ続いた｡

この当時には圧縮摺曲運動は行なわれずジ皿ラ紀末

のこの変動の代償的役割おして地塊断層運動が行なわれ

たらしい｡ジ皿ラ紀から引続いたこの変動によって

白亜紀初期には北部紅海地域が上昇し南部地域は沈

降した林中期になるを北部地域には海侵か始まり

南部地域には海道が始婁った.そして白亜紀を通じ

てアラビア半島商西部やエチオピア等のような南部紅

海地蔵では断層運動あるいは深在断裂運動が時折趨こり

遂紀は白亜紀末から古篤三紀にかけて玄武岩の活動

を誘発するに至っ淀.これらの断裂に沿って行なわれ

花その後の運動は篤三紀末から第四紀にかけて再び

火山活動を招くことに扱る.

第三紀のはじめに当る暁新世の堆積物は石灰岩ドロ

マイト質石灰岩･ドロマイト･チャｰト等を主としマ

スカットの南東部では貨幣看を多量に含む石灰岩看膏

質頁岩1チ罰一ク質泥灰岩1ドロマイト等を主とする｡

これらの堆積物は浅海性であり白亜紀末に広カミった陸

地がこの時にも裏だ存在していたことを暗示する出始

新棋に入ると丁鋭his(大地中海)がふたたび広がり

海成潟よび海浜成のシルト岩･石衛･チョｰク質堆積物

1石灰岩1石灰質頁岩等カミ堆積した.これらの地層か

らは双子葉類植物･軟体動物1腹昆類化宥淋見出されて

いる､下部始新世の末期紀扱る&北部紐海地域に最初

の箆翼溶摺曲遼動が起ζった由ごめ運動を契機をして

東部地串海地域から東部アフリカにかけてはげしい構造

運動が起こりごこにアラビア半島とアプリ釣人陵の

分離スエズ湾およびヨ.ノレダン地溝帯の形成等のきざし

をみるようになった.漸新世の頃アラビア半島の大

部分は陸化していたらしくこの頃の堆積物は半島南端

部付近に分布するにすぎない.堆積物の多くはチ蟹一

ク質石灰岩1梶灰岩･ドロマイト質店灰岩1チ葱一ク等

である､この当時の陸化は始新棋から継続した構造運

動と密接に関係して行なわれ漸新位宋になるといよ

いよ絃海形成の基因と狂った構造線が形成され(第28図)

北部アラブ連合･シナイ半島･スエズ付近に玄武岩熔岩

が噴出した｡

中新世に入って丁曲is海はかなリ濠く匁りメソ

欝鯛畷

諮シブ珍ア総の

慧遍紗裟麟こみら

叙義魁蝕地形

横鵜は層理薗紅一

……嚢する窮26鰯⑳

蒐方i眺撒付近�
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アヲビァ半島は総体的な北方および北東方への回転運

動によって次第にアフリカ大陸から離れていった.

中新世の終末を迎えて紅海の鵬没はその幅を広げア

フリカ大陸の紅海沿岸がほぼ国定されたが南部のアデ

ン付近からイエｰメンの南端部付近塞では蛮だ陸続きで

あり大規模の火山活動が紅海形成の原因となった構

造線やアデン湾からアフリカヘのびる構造線および前者

とほぼ平行に走る構造線あ密接紅関係して趨ζりた苗

そのもっともはげしかっ花地域は蟻大構造線か近接あ

るいは合致するエチビァ&則搬出脈潟ぷびA鮒山

してきたらしい.

鮮新世の地層は砂岩･泥岩･石灰岩等の海成堆積物

の他何成および湖成堆積物によって特徴づけられてお

り化有を多量紀含む,鮮新世早期にはスエズ地域が

永久的に上昇し後期には東地中海地域が相対的に上昇

した.鮮新世初期はまだ閉されてい淀紐海南部はそ

の後も引続いていたアラビア半島の運釧己よって遂に

開かれBab鼠1M狐deb海峡が形成され紅海とイン

ド洋との連結をみるに至った(第30図)｡

第四紀の堆積物は海成･潟成1河成｡湖成1陵成の

砂･シルト鶉泥出石原質堆積物1塩分で飽和された堆積

物(Sabakh餐如岬幽)礫等よりなり東部アラビアに

広く分布する､これらの伽玄武岩や安山岩の活動が

アラビア串島前酉端部地域で行なわれて抽りそれらの

火口は完全な形を今もとどめあるいぱ水をたたえて

美しい噴宥造と共に南アラビアの荒涼とした風景を救

っている(第31関)山アラビアを語る場合風成層を無

視することはできない｡ダｰナネフ皿一ドルブ1

アル･ハリ砂漠を形造る砂の海これらはアラビアと

いうことはから連想されるものの申でもっとも強烈愈

印象を私たちに与える.これ蜜でにアラビア半島の地

質についておおまかに述べてきたがノレブ･アル･ノ･リ

砂漠のたたずまいと先人の昆跡とを想起してこの項を

閉じよう｡

幻の都羽勅雛

ルブ1ηいハリ砂漠.虚無の枇界J&名付けら

雛鰯感

瞭部綿瀞灘爽め蓄蝿灘慈窪

嚢構遺隷(滋級エ跳籔､

慧概孜災饗蔦滋螂漉怒獲｡

淡災⑳滋脳澱､1こ姦議)

雛鰯お

鞭灘蔓線～欝鰯紹⑳笈蔵緒

享滋籔蜜泌鎧燃紛棚藩鰯�
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策30図アビラア準島をアクゾ瀞から完全に分離する

原題と扱欄た鮮新棋の織造織剛宣魔

(り洲鵬LH.SW搬TZ岱醐湿L双紙DENJRによる)

れたこの砂漠は§一恢ツバではE臓ptyQuaterとい

う名で知られている.面積およそ65万kがといわれる

この砂漠の印にもし胃本全土を入れるとすればな

お28万淀燃婁の空地が残るほどごの砂漠は大きい｡も

ちろんその規模はサハラ砂漠にくらぶべくもないが

白熱の砂と砂丘だけが果てしなく続くという点では世界

篤一の砂漠であろう.現在は主として石油資源探査

を員的として多くの外国人がこの砂漠の印で活動して

いるが今からおよそ加年前まではこの砂漠には砂

漠の空としてしられたムツラ族が屠佳し時折隊商が通る

今もなおアラどアの伝説の申に不動の名をとどむる大

昔の都眺鮒それはすでぽ砂ぼ埋もれて姿を消した

ルブ1アル1ハリ砂漠ヴ)東部を横断する隊商路沿いの一

部に栄えた都であった.今は遠く砂漠の中に消走去っ

たこの伝説の都を発掘しそのナゾをみごとに解決す

ることかできるとしたらそれはイユｰメンのMarib

の発掘に勝るアラビア紀おける考古学上最大の成果と

して惜しみ匁き世人の賞讃を受けるにふさわしい快心

事であろう.

神秘に閉され多くのナゾを秘めたこの大珍漢の門を

最初に叩いたのはイギリス人Bertra㎜Thoma§である.

マスカット紀イギリスの高官として滞在していた彼は

この大砂漠惇魅せられてユ92◎隼代から主としてアラ

ビア湾捧やアラビア海沿岸を旅行した｡数度の旅行で

自信を碍だn⑪鵬餐がこの大珍漢の横断を試みるべ

くDhびf･rに到着したのは荒れ狂った砂嵐もようやく

沈凄りきびしい冬の寒慈を迎克ようをする王93⑪年10

月であった.フロンテァに燃え未知の冒険旅行に胸

を躍らせて出発準備を急ぐThomasの脳裏にはUb組

の確認という偉大な成果を得てこの旅行を無事に完了

した時の栄光に輝く自己の姿カミ去来したことであろう｡

しかし長隼この辺境の地に住みすべてを知りつく

していた虹ちがいない彼の計画にも重大な誤算カ三あった.

道もない砂漠を旅する場合に不可欠のラクダがどうして

他には外国人が立入る

ことは抵かった｡しか

し外園人の申にはこ

の砂漠の縦漱あるいは横

断を計画していたものが

なかったわげではない.

生きるにもそして旅する

にもあま"こもきびし

い自然条件が支配するこ

の大珍漢に癒晋異国

の氏かあえて冒険を試み

ようとしたのであろうか.

彼等をアラビアという

ことばのもつ神秘的なひ

びきの中に生死を賭け

たこの冒険にかりたてた

ものは恐らく今は地

上にその姿をとどめ抵い

ペ

ノレ

!ア湾

篤3互図アラビア準籍地質略図

A悌四系B:第四紀火山岩類(釣山拷)C:新築3緑火し1嶋類(玄武岩および安山岩)D:第三系

1≡1:白亜系F:ジュラ系柘よび自璽薬G:ジュラ系段丘鐙薬I:=畳系および三畳系

J:二畳系K沫詳畜生層レヂ余ン系M:茅ルドどス薬シノレリア系およびデボン系

N:動ンツリア系および約レトどス薬｡:曲ンプリァ薬黛娩嚇ンフジァ系一古生層

Q洗カンブリブ系(楯状螂こついて1ま模穣を割愛)�



一52一

遊牧民の集団が到着し淀のである.驚喜した彼は運

よくラクダを手中にし最少限度の食糧を携えてテン

トも持たず計画の完遂を冒ざしてルブ･アル･ハリヘ

と旅立って行った｡この時すでにルブ･アノレ･ハリ

は冬を迎えていた闘鼠泌を出発しノ､ドラマウト

山脈の東部山麓紀広がる章原地帯を遇ぎる頃からはや

る心とはうらはらに彼等の麗どりは次第に重くなって

いったヲクダの飼料を確保するための時間的頁スも

さることなからサウジァラビァ建国以前のこの時点で

はこの乾き切った大地の到る所に盗賊が出没し旅行

者は絶えずその襲撃による略奪と死の危険にさらさ

れていたからである皿

しかし彼等は幸にしてそうした危機に直面するこ

ともなく12月に入って間もなくMita鰯の谷にたどり

っいたこの谷に近い砂原にはラクダの昆跡がはっき

リと残されていた幻の都ub弧への遺圭Ub鮒へ

の道を淀どるべきかこのまま北進すべきかThomas

は悩んだ･そして苦難に満ちているであろう前途を

思い予期した以上に遅れているこの計画を促進すバく

ノレブ･アノいハリの横断にすべてを賭けて丁脆m搬は

北への遣を選んだ.いつ果てるともしれないうるおい

のないこの大地の旅ラクダもそして人もこれ嚢で⑳旅

ですでに疲れきっていた.苦渋にゆがむ疲れ果て花被

の鼠そのやつれた頼も砂漢の主としてしられてい

たムッラ族の族長に遭遇するという好運を得て騰れや

かなほほ免みを取戻した.ラクダを代走同行⑬人を

交替してM玉組mを出発して後サウジアラビアと商

イェｰメン人民共和国との国境に近いShannahの井戸

に到着した時にはすでにクリスマスが間近に迫っていた苗

幾度かラクダを代免乏しい水と食糧とで渇と飢をしの

ぐ野宿の旅を続けながらFarajahのオアシスを通り

苦難に溝ち満ちたこの砂漢の旅もようやく終局に近づい

ていった･北へ向ってゆるやかにうねりながら次錦1

ぽ低く荏ってゆく砂丘と砂の海原彼等の恩濠りは蟹

を追うごとに少しづつ早くなっていった.Ub鮒の

都をっいに見得祖かったことは借しみて余りあるにして

も長い間珊嚇鵡が夢紀圃いたこの冒険と波乱は溝ち

た苦難の長い旅路は終り一行は無拳に最終簿的地であ

る9晩r半島の一病Do1漉にたどりついた(窮搬図)幸

1931年の冬計薗を実行は移してからすでに一年を過ぎ

た目のことである.苦難の果てに栄光の座を勝ち得た

イギリス人Be･tra㎜Thomas彼の名は永久にア

ラビア吏上紀輝くことだろう.彼の偉大な成功が彼

自身のフロンテアと不倒不屈の斗魂とぽ帰することは今

更ここに述べる蜜でもない.Lかしその蔭の力とな

った砂漠の主ムツラ族をはじめとするアラブの忍耐と献

身的努力とは忘れらてはなら拡い.

Th0･nasカミこの旅行に成功して後およそ11ヵ月過ぎた

1932年1月サウジアラビアの初代国王の顧門であった

イギリス人H･S玄JohR思PhilbyがUb狐とノレブ･

アル･ハリ砂漠の探検を志して砧o醐sの旅行の終

着地となったQatarを出発した.この蒔までおよそ

14年間にわたってこの計画を練っていたPh三1byは出

発前にnom繊に会ってその経験と旅行の実情を闘き

Tho螂婁とは逆の方向へ旅立った.Qぬrを出発した

Phi1byはまずこの砂漠の北端部近くを横断して

数千年前まではアラビア湾が入りこんでいたといわれる

Y加inの町を員ざした.ここで数員閥休養した後

一行はルブ･アルり･リの中心部へ向つて南下し淀が

Y沁望三狐を出発してから5蝸の間人影を兇ず寂蓼感が

常に彼を悩蜜せた.現在ではこのように長い闇人闇に

蓬わないということもない淀ろうが懲園の意気に燃峨

るイブン･サウド王と反抗者との戦が随所に繰り広げら

れてい淀当時としては当然すぎるほど当然であったかも

しれない山すで紀佳む人もなく朽ち果てたM登qa1阯

醐aの町をすぎ猟mailaの井戸を経て東へ誰む一行

の前にかつて珊㎝ユaSが足跡をしるしたF搬紬の

井戸は闇近かであった.そうした時同行の遊牧民の

申にUも鮒の都はこの近くにあったと話す昔がいた.

｢Ub敬の騰壊はRa㎜1ata工Shuayt紀あるに違いない｣

と孤c醐轟から闘いていたPh泌yは一応これを疑っ

たがこの旅行の篤一の目的カ童晩arの確認であること

による期待感もあってその男の言葉に従うことにした.

脇道へそれてその目的地へたどりつきはしたが期待は

みごとに裏切られた.そこにはまるで人工の建物の

よう扱風蝕による白然の造詣しかなかったのである､

その後Fa向沁の井戸を過ぎそしてSh鋤蝸のオァ

シスヘたどりついたPhi亘byはTho㎜a§が帆飢の廃

壊があると教示したRa㎜1atalShu易ytへ向って南下す

ることを望んだがこれ裏での長旅による疲労と常に危

機感を伴うこれからの旅を憂うる遊牧毘逢の反抗に勝て

ず遂に跳&n鵬から南への旅を断念し愈げればならな

かった跳鰯脇で休養した脳1byはその後遊牧

民すらあえて立入ろうとしない酉部ルブ･アル･ハリヘ�
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の旅行を試みて出発した'

がやがてラクダの疲労

と同行した原地人の反抗

とによって予定を変更せ

ざるを得なくなり止む

枚く途中から東へ遣をと

ってN即鈷hへ向った.

N鮒fahの井戸水は塩

分が多く決して清浄で

はなかったが彼等にと

っては至上のものであっ

ただろう｡

N劇y脇で疲れを癒や

した一行は直擦R{粋

dhへ向う者と砂漠を

横断してA§醐慧W1iへ

向う恥1吋を卵心とす

る者&の二手熔別れて出

発した.そして脇i脆y

一向は末釦であった酉第32図

郭ルブ･アルり･リ砂漠を踏破してA§SωaWi至に到着

して休息した後D出蝸砂漠南端の砂丘を越えて遂ぽ

R1淋眺へたどりついたわけである､恥ilbyにとって

も栄施への遣は余12にもけわしくそして長かった.

恥王1byは偉大な探検家として名声を碍その著書rE測p･

tyQua廠｣は多大な感銘を世人ぽ与党はしたカミUb･･の

秘密をあばくという彼の最高の異的は遂に寵せられなか

った｡

!947年アラビア海のエメラルドに映える美くしい火

口を後にして茜部ルブ･アノレ･ノ'リ砂漠横断のために

港町Mukallaを出発した人海の姿秘ありた｡この砂

漠の先駆者であるBert獺腕Tho鵬嚢脱厳｡加hnB.

Phi1byと同じイギリス人W搬繍独嚢聴欲と同行の

人々である.第一次世界大戦前からアフジ勿大陸の探

検に時をすごしていたThesig飯は秘たもには麦ても

まねのできそうにない軽装と粗食で異常た速さでこの

探検旅行を進めていった.ハドラマウト山脈を越え

ルツ･アル･ノ･リを踏破して9航三yaに到着したのは19

48年1月18日そして彼等はここで野営をしたのである

が探検家としてすでにある程度の名声を得ていた

彼はとても考えられそう陪ない大き匁ミスをここで犯

したのである.Thesi騨がこの探検旅行に着手する

お款そ3年前の1944年アラビア湾岸藤本拠地をおく

Ar搬狐A醐ericanOiIC◎臓脾W(搬AMCO)の石油

資源調査隊がこのQ8r加で古い碑文を発見した.

ノレ

ブアル佃ハリ砂漠探険路

その麟文は紀元前およそ2世紀カナンの地紀権勢を

誇りだユダヤ王国第2代の統治者ソ僧そン王に貢物を届

けるべくみずからエルサレムにおもむいた女王の国シ

ｰバ王團の文字で刻まれていた｡この遺跡は発兇直

後に醐1吋によってかなり詳細に調査されたかn餐

S1弾はそれ以上に深くは探ら赦かったのである｡

n㈱ig鉗はQa的象を出発して北東へ向かいThQ脳s

とphilby滝菱恩顧藁を菱繋篶花1Y義も簑滋を繕窒で簿嚢籔賢へ襲旭

達した.醐蝉のこ差で路蕃珀

1レブ1アル}功捗漢の悶を開い液先駆者漉鮒搬

Thom鵡がζの犬砂漢⑱横断をは篶めて志じでから潟よ

そ18年の後紳秘&恐飾熔闘慈れ施ごの大砂漢は裟う

やくその索顔を蒐せ淀わはで蕩鋤蔓搬搬coの調

査隊およびアメ蔓勿の深検象猟鋤拙豆跳童至畑のその後

の精力的拡潜躍塾もりてしても遂に幻の都w瞼弼

ナゾは依然なレて灼熱の砂淀鑑もれ鯛蕎みに出巷

れること湯拙来減灼液吉砂紘鑑もれた澄跡はごの砂

漠地帯で幾つが発兇養れてはい勧婁それらは脇鮒で

あるこおを添ず何物も残じではい扱い由篶腕嚢は輿

に雌一の都であるうか､アラブの伝説は｢晩雛獄

広大な蛾郭の瞭終大理膚湾澄られ数如れぬ財蜜⑳凶あ

ルビｰをちりばめた鍛の磐をもつ都で勅欄たJを譜る串

ζ簸翻窒鉱嫌灘》�


